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古来壊血病＝就テハ既：：.13世紀ノ1[1葉＝於テ記批セラレタル事：ハ＼＼・ells氏ノ述ペタル

問エシテ、叉 I.ind 氏＝ヨレメ17G7年頃既＝本病ノ治療＝「レモンJj卜ヲ膝灯jシグルコ

トIUJカナリ。 18他年 Br.r匂w ！＼：＂＂ヨリテ小児壊血病トシテ、 又1895年＝ハ Moeller氏＝

ヨリテ共骨密化ヲ合l'H句仮病トシテ記載セラル。 Hl031j'. Heu bner氏ハ之等ノ黙羽；ヲ砂漠

血症 1・；Zメズシテ;ft；提唱者ノ名ニヨリテ Barlow氏病或ハ Jioell白r-Bnrlow氏病ト栴シ

タリト雌モ、之等J！：｝；忠ガ共＝新鮮ナル]lfg長スハ泉質或ハ牛宇l実t,；ノ快乏ト同果関係、ヲ有ス

Jlモノトノ見解ハ略一致シタルJW・ナリ白

；保テ本病ノ［京国＝就テハ191()~1' .J川·k~on 氏ベ.~；ハ全IP."f!;j ＂＂ヨルモノトナシ、 1917年 HefS

氏f；庁ハ 11~~；： エ閃スルモノト栴シ、 或ハ FIJ ＂ド？！It（’olum 氏等ハ便秘＝店｛閃スルモノナリト

糾三，タルモ、ーゴJニアリテハ H111・も1¥:Cremy 11;乍ハ術的＇［詮ヲ否定シ、え O臼Lorn ancl 
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]'\fondι1 岡氏4~－；ハ下痢ヲ f'lo 7動物ノ壊血病ヲ貰磁シテ便秘説ヲ否定シタリ。

1918年 Drummornl氏ハ水i創立 Cナル新「ピタミン」ヲ事ヂテ、之レハ新鮮ナル野菜、

県宜ミs;＝主トシテ合有セラル、モノ＝シテ、共快乏ユヨリテ壊血病ヲ護スノレモノト栴シ、
爾＊多数ノ研究者llJj==-f汀ゼラルル＝五レリ。「ピタミン」Cノ必要量ュ閲シテハ1921年fh・

Vi'＼＂氏ハ海狭ノ壊血病ヲ漂防スル＝必零ナノ L「ピタミシJcノ：草ハ「オレンヂ」或ハ「トマ

トlfトハ一日 I.foe ア嬰スト栴シ、 1921年 Shennan 氏等ハ一日：3~e ノ健詰「トマト」汁ア

要スト栴シ、 1918年 He＞円氏等ハ臨詰「トマト＇；＇卜一日 4.ccヲ安：スト栴ヒリ。 if.1i谷氏等コヨ

レバ｛出!fi.2CO 30J瓦ノ海奴＝アリテハ大銀汁 1日2ccヲ要シ、間重300瓦以上ノ海狭＝アリ

テハ 1 日：：~cc ア要スト稿スQ 以上述ペタ JL外＝壊血病＝闘シテハ共研究業績ノ護表セラレ

タルモノ牧重量＝詰ナシト雌モ！、ピタさン」C快乏ニヨル柴蓑iU：態ガ骨折治癒ノ上＝及ボス影

響＝就テハ未グ吾人ノfaア持ク＝足；l業績ノ護表ア見ザノLハ甚グ遺憾トスル所ナリ。屡々

研究者・11日三「ピタミシJCノ給源トシテ天産l段例之総葉ノ野菜或ノ、野1(i_ノ類ヲ給拠シテ日物

ヲ飼芸スルモ、之等級葉Iド＝＝－ ，.「ピグミシ」Cノミナラズシテ、「ピタミシ」A.B. E其他蛋白

質、含水炭素、無機堕類特＝錬分ア合千fシ、又7-8月頃ノ盛夏ノ杭＝於ケJL能薬ハ「ピタミ

γJDヲ合有スルガl攻＝之等ヲ直接ニ：ーピタミンJCーノ給源トシテ給奥スルハ貰助成韻ノ上

＝ー今大暗影ア投ズルモノト云ハザル可カラズ。凡ソ勤物貰駿＝ョリテ一新事宜ヲ生日月セ y

ト欲スル＝首リテ共目的ノ；如何＝ヨリテ被験動物ノ飼育方法ヲ異＝スルハ勿論ノコトナJレ

モ、何レノ；場合＝アリテモ其飼料~r~ ＝＝－配行スル各部柴養素ノ給諒トシテ使用スルモノガ純

良ナルト、量的関係＝於テ可及的正確ナル可キハ言ヲ侠タザル所ナリ。若シ之等ノ｛庭1'！：ア顧

慮セザル＝於テハ努力＝酬ヒラレタル貰験成績モ共慣飽ア失ヒ、途ヒ＝研プ〈ノ目的ヲ迫耳元

スルコト難シ。 E昔物ノ骨質ガ他ノ組融＝比シテ極メテ多量ノ無機堕顎ヲ合計スJt.ノ：事貰コ

ヨリテモ骨＝開スル研究＝アリテハ其賓験動物＝給奥スル無機堕類ハ研究成績ーノー］・ .：＝.高ダ

重大ナル影響ヲ及ポスモノナル可シトハ想的＝刻：カラズ、従ツテ飼料中ノ 5！！~舷盤類ハ量的

関係＝アリテモ常ニ可及的一定不登ノモノナラザル可カラズ、。本質験＝アリテハ部！~機盤猿

ノ配給ニハ特＝意ヲ注ギ、他ノ柴養素配給ノ差異ト相候ツテ之等ガ骨折治松 P上 z如何ナ

J］.，相互関係ヲ有スルモノナリヤア知ラント欲シ、前述ノ諸黙ヲ顧庖：シア可思的純良ナ.Ivi干

柴養素ノ給掠ヲ以テ過賞ナル合成飼料ア調製シテ載物ヲ飼養シ、賞馬0：成韻ヲ出来得川浪リ

1E目先ナラシメンコトヲWlシタリ ω

I、賓験方法

賢助方法ヲダくノ；敢項＝分チテ詳述ス ｝J,＝＝－古リ先ヅ其大要＝就テ述プレバ、幼若ナJi.-海1ヌ

ヲ 2群＝分チ、第 1群zハ槙~L飼料ヲ、第 2群＝ハ「ピ酔タミン JC快乏飼料ヲ給！N シタリ a

而シテ第2群ノ M~乏飼料・ 7~｛1拠シグノL モノニアリアハ該~v~乏症ilk ヲ主スルエ至リテ！l!i'j::;7（～
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叉第 1群ノモノコアリテモ第 2群ノモノト略同一時期＝於テ、之等雨群ノ海1ヌノ肋骨＝人

工的＝官・折ヲ施シ、第 1群ノモノ ＝＇－ .＞、縫繍シテ標ー準飼料ヲ給W:シ、第 2群ノモノ＝ハ「ピ

タミンJCノ給源トシテ一定少量ノ大級汁ヲ給典シテ「ビタミン」C比較的快乏吠態＝於テ、

雨群動物ヲ骨折ア施シテヨ I}10日目、 20日目、 3J日日及40日目＝於テ、共骨折治癒ノ程度

ヲ解剖事的、「レントゲン」皐鳴り並＝組織接的＝検シタ ）］， ト同町＇：： 一般経過＝就テモ詳細ナ

)J,観察ヲ行ヒタリ凸

I. 飼料ノ~揮

動物質験＝アリテハ何レノ窃合＝アリテモ飼料＝封シテハ遺憾ナキ注芯：ヲ梯フ可キハ言

ヲ !Jl.lセザル所ナリト !f!J.モ、特＝本宮験ノ目的トセ ）1..- ~f..: ノ身臨機能＝及ポス影響ヲ探究セ

ント欲スル＝’E；リテハ、共動物飼ホい、さを質験成韻ノ重大部分ヲ支配スルモノナルヲ以テ賓

＝根本：的立主ア有スルモノナルコトハ論ヲ侠タザル所ナリ c而シテ充分ナル熱量ヲ供給シ、

且ツ消化容易ナラザル可カラザ）J,等ノ諸賄ヲ可及的臨勝：シテ飼料ノ選爆ヲ行ヒタりつ

本試験動物ノ飼料トシテ使用セルモノハ、蛋白質ノ給vr,i:トシテハ精製「カゼイン」ァ、合

7k京一素ノ給源トシテハカII熱押姿ァ、脂肪ノ給諒トシテハカ11熱「オレフJ油ヲ、又無機盟類ノ

給顕トシテハ各極力！＼機盤類ノ混合物ヲ使用シタリ ω「ピタミン」人並＂＇＂ Dノ給源トシテハ臆

肝泊ヲ「ピタミシIBノ給班トシテハ乾燥防母ヲ、「ピタミンJcノ給源トシテノ、精製大

根汁ヲ使川シタリ G

2.飼料ノ精製

各種ノ柴蓋素給額トシテ使用スルモノガ不純ナJL場合ハ質験ノ、会ク其置値ヲうたフエ奇ル

ガ故＝、之等ノ祭蓋素源ハ可IX的純良ナラザ）J,可カラズ。特＝飼料ノ精製＝意ヲ灯jヒタル

所El11i：存ス。

A 「カゼイシ」ノ精製

「カゼイン」＝町出量ノ9;i%「アルコホル」ヲ加へ反流冷却装置ヲ附シテ湯煎上＝テ常＝境

作シツツ煮沸スυ 「アルコホル」ト共＝煮沸 E)J,「カゼイ ン」ハ吸引泌過シ、。。－9G%「アル

コホル」＝テ充分洗j篠シ、 1~1 2回前ノ；如ク底理シテ後乾燥シ之レア粉末トシテ使用セリ d

B. 「ヂキストリシ」ノ精製

「デキストりン」ノ精製ハ「カゼイシ」ト同一＝シテ乾燥シタル後粉末！シテ使用セリ。

c. 「オレフ」油ノ精製

文献ニヨレバ「オレフ」油中＝ハ「ピグミン」Aハ皆無ナリト栴セラルルモJ部員＝ヨレバ僅

少存在スルノ挺ヒアルガ故＝、之レヲ脂肪jノ給源トシテ使用スル際＝ハ設「ピタミン」ヲ除

去スルア安全トス。故＝「オレフ」油ヲ描氏170-1制度内外＝ア致時間＝立リ間断ナク撹持

シツ （撹持部ヲ「モートJv_i：：ョリテ廻陣ス）力JI熱スルヨト3同＝及ピタルモノア使用セリ ω



同店i： 、 ，.，~i＇主ノ骨折治癒ニ及;t."7.影響ノ1を験i'l!J:Jf究 229 

D. 酵母ノ私製

婆洞工場ヨリ得タ ）＼，.醇母ハ制飾エテ混在せ）＼ 「ホ Yフ・」j事ヲ除去シ、飾ア通過セ；t.-ilf.肱醇

母ヲ数時間水洗シタ ｝＼..後吸引沼i品シテ充分＝股1kシ、通風乾燥都中＝於テ乾燥セシメタル

モノヲ粉末トシテ使用セリ。

E. 大限汁ノ精製

大侭ハ皮ヲ刺ギテ大根;j;;-ろしトナシタルモノア数l蛋ノ「ガーゼ」ヲ用ヒテ路過シ、共施i夜

＝主Jシテ 5%ノ割合＝酸性白土ヲ混クテ撹枠シタル後放置スレノペ暫クニシア沈j殿ア生アル

ヲ以テ．共上清ノ部分ヲ取リ之レヲ掘過紙ヲ用ヒテ鴻過シタルモノヲ水道7k＝＝－ 封シアso;r,;

ノ割合＝混クタルモノヲ使用シタリ。

F. 押要ノ精製

判1萎ハ嬬氏95-98度＝於テ数時間加熱スルコトア 3田区覆シタル後粉砕シテ使用セリ。

G. 無機．臨類混合物ノ混合割合

Na Cl 

Mg so~ ： HョO

Na2 HPO,: H,O 

K空HPO,

3.飼料ノ配合

A. 「ビタミシJC快乏伺料

65% 

13.0 

10.。
3J.O 

加熱押姿粉 ：~9% 

精製「カゼイン」 2.:; 

無機盤額混合物

B. 標準飼料

「ピタミシ」（！快乏飼料

大根汁 油宜

4動物ノ選揮

4 

Ca-Lactate :J7.0 

Ammonium Fe-Citrntc 3.0 

El 徴量

乾燥問料士

加熱「オレフ」池

田：油

2 

3 

標準飼料プ以テ飼養シタ JL-略同一年齢ノ正常設育r!• ノ若キ海浜＝シテ雌30頭雄35頭組数

65頭ヲ 2群＝分チ、第 1群ハ20頭トシ、第 2群ハ45頑トシタルモノノ中エテ、質験開始前

或ハ賓験中注ニ於テ錐死シタルモノヲ除キ、賓験ア絡了シタル32頭＝就テ記赦スレム次ノ

主日シー

第 1群17頭ハ最夜間重240-279］［＝：.シテ＂F均 2.j4，ι瓦ア有スルモノア標準飼料ア以テl:j

日間飼蚤シ、倍霊252-317瓦＝シテ平均 274.l瓦トナリタルモノヲ賓験＝供シ骨折ア施シ

タリ。
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第2群1i)頭ハ最初鰹霊240-280瓦ェシテ平均 257}"[.j有スルモノア「ピタミン」C快乏飼

料ア以，rl:>-23日間平均18.2日間飼養シ、鰹重苦シク減少シテHl3 ~33瓦、平均 217.－！瓦

トナ I）、該「ピタミン」快乏欣態＝アリト認メタルモノア賓験＝供シ骨折ア施シタリ。

5.動物ノ飼蓑法

町牧飼育室ハ採光定分ニシテ6_~気ノ流通＝意ヲ携し被輪車t物ガ共保尿＝ヨリテ汚染セ

ラレザル詩メ＝動物容器ハ常＝清潔＝保持スルト共＝、叉飼料並＝飲料容器等＝就テモ細

心ノ注意ヲ以テ飼育上遺憾ナキヲ期シグリ。

2群＝分チタJv被験動物ハ5頭宛ヲ大ナル金網能＝牧容シ、飼料ハ毎日新鮮ナルモノヲ調

製シテ陶器皿＝盛リテ奥へ白81＝時取セシメ、飲料ハ毎日新鮮ナルモノヲ冊子「コップ」＝

入レテ＆riへ白rh＂＂飲用セシメタリ υ 而シテ一定時＝瞳重ヲ計量シfff＇・セテ一般護育紙態ニ就

テモ亦細心ナル注意ヲ怠ラザリキ。

第 1群20碩＝ハ標準飼nm1チ「ピグミン」C快乏飼料ト共＝飲料トシテ大根汁ヲ水道水＝
釘シテ30がノ割合＝混クタルモノア給!Ji~ シ、骨折後＝アりテモ向同←飼料-;IL_猷料ア植韻シ

テ給奥シタロ白

.if~ 2主

養シ、「1ど夕ミン」C快乏症；U＼ヲ護シタJレ日5ニ於テ）｜匝号え＝、骨J斤ア施シ夕Jレ同日ヨリ「ピ夕

ミシ」C ノ給源、トシテ粍製大｛長灯．ヲ一日一頭ヱ f~’亡／テ lee 宛ヲ経口的＝給興4シ、「ピ夕ミン」

C比較的快乏AA態ヲ市tt持セシメツツ生命ヲ延長セシ 1グリ。

6.骨折手術

組テ政物ハ回定シテ右側肋骨ーケ所＝骨折ヲ施シタルモノエシテ、骨折部ノ陣毛ヲ勢除

シ沃度丁幾ア塗ギliシ、治憲シタル手指並＝器具ヲmヒテ皮！湾並ニ筋肉ヲ切開シ肋骨ヲ露IH
シ、肋骨ノ長軸ニ直角ノ方向ニ肋骨ア切断シグル後民間ハ各一主lタEノ縫合＝ヨリテ閉鎖シ、

其J：ニ「コロタユームヱーテルJi容液ヲ塗干tiシテ手術ア主主了セリ。

II、賓裁成績

宮験中途ニシテ搾死シタルモノア除外シ、置験ア京芸了シタル32頭（65頭中）＝就テ述プ司

‘ ；.／。

1.一般経過並＝解剖率的所見

第1群（標準飼料群〕

本1洋海釈17頭ハ最初慎重千均254.-1瓦ヲ有シ正常設育rj1ノモノア、標準飼料ア以テ15日1m

飼主シ腫軍司L均 2/.!.1瓦トナリタルモノア質験：＝.1Jl＜シテ骨折ア施シタルモノナリ口飼育開

始後数日間ハ問主主秤j減少ノ傾キヲ示シクルモ、試験飼料＝慣レルニ及ピテ漸次臨重モi曾力I!

シ護育モ良好トナル＂ •J'j-.j行後ハ一時食慾:fj'J減退セルガ故ニ樫重モ従ツテ又一時的＝減少ヲ
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示スモノ多シト雌モ外敵上官シキ蟹化ヲ主セ／～第1抗♀第8披S第lG脱会等八百・折後＝ア

Pテモ館吾、減少スルコトナク仰C増加lシタ札、他ノモノハf1iJレモーー時利減少アぷシタレ

ドモ、5-9日後＝ハ再ピ骨折・時ノ館Mi＞怯｛瓦シ1l：後ハ沌rr次晴｝JllスO 質験，悠了時ノ1祖霊ハポ・5

-361瓦ユシテ平均 303.1瓦ナリ。之レヲ’骨折時ノ鰭重＝比スレバ約11%ノ増加ア示ス。

解剖接的所・見ハ一般＝皮下脂肪＝宮ミ内部諸破格＝鑓化ア認、メスユ骨折部ノ胸腔泊［ハJ安

部管ルシク膨隆セルモノ、或ハ僅カ＝創痕ヲ認メ得ルニ過ギザルモノ等アリテ概シテX光

線寝耳僚＝見ル骨折治癒ノ程度 .~wフ所見ヲ呈シ、骨折後日敢ヲ経過スルユ従ヒア!ft!，；部ノ

隆起モ亦縮小セルア認、ム。

本群動物ノ質験記録ノ大要ヲ第1炎＝於ア示ス。

表中＋ハ躍重漸::Jc層力Hセルモノナリ。

第 1 表

｜ 憾 jfi: l骨折時ノ｜飼養開始
到物性 ト一一一一一一一一｜甥怠ニ核！ョリ骨折
番紋別 l ' 同スル迄；7施ス迄
｜骨折ノザ鰍ノ終F口敏 i）日数

1♀！ 257'il ~：~n1 ＋日Il＆日
会： 2日Gi ::01 I !-I i 
日♀ t ヒ7;;I :io引 S

4 ♀；二57i '.'!.l：川 6
5 ぢI ~83 I ::13川 5
n令！日11I :;10川 5
7 ♀ I 2!r1 : ::2:-i I 甘
8 1> 。17i －ト

9 ♀ .. ー主7,．、'. 5 

10 会 ＇..！~ ;, 8 

11 会 ‘’d，‘、，；，ト ;, 

l＇..！♀ ‘ー’－》・： '.GO> ’屯・， 

1:1 ♀ 吋＿［・・4， ＂、ー4υ， " ，》

14 ♀ 287 ：； ~I) 日

15 会 :C8;; I ＋ 

IG 1) :96 7 ，， 

17 :!) 274 

平均 :.!'7白Ll ::o:l.l, GI.I 1;; 

ノ減少率ヲ示セ目 。

第立群（「ピタミンJC比較的快乏飼

料群）

ホ神ノ海狭15頭ハ最初値重平均 2:;7

瓦ヲ有シ』正常設育中ノモノア、 「ビタ

ミシJC快乏飼料ヲ以テF)-23日平均

IS.2日間飼養シ、平均樫豆 211.4瓦ト

ナリタルモノヲ賞投＝使用シ骨折ヲ施

シグルモノナト骨折時三於テハ何レ

モ「ピタミン＿；CitJ?:乏i[j：ょ態＝アリテ、骨

折後ハー居食慾減退スルト共＝館重モ

漸次減少シテ:fl）.ビ骨折－時ノf盟主二二・J・l・;iU

シタルモノナシn 元気ハ一般＝沈ネシ

下痢使ノ筋メ＝下腹部ハ汚染セラレタ

ルモノ多ク、又股毛昔：ルシキモノアリ c

賞験絡了時ノ鰻重ハ128-217瓦ユシテ

平均 167.41［ヲ保有スル＝過ギス＼之

レア背・折時ノ惜重＝比較スレパ約23；ム

Wfl'.\·I］事的所見ハ本群致物ノ骨ハ掠切スル＝常リテ著シク抵抗少クシテ且ツ脆溺ナルヲ’~t

ュ、一般＝皮下並エ腹壁等ノ脂肪ハ少ク内部諸臓時ハ萎縮ノ傾キヲ示セリ。腹壁或ハ後肢

lえ下等＝程度ノ出血ア認メタルモノアリ、肋骨肋軟骨・接合吉f.Hfil:脹シテ所謂陰珠：［！；ヲ呈シタ

ルモノアリ H 一般＝骨折部ア被フ軟部膨隆ノ程度ハ第1群ノモノ＝比シア市広ナリ。
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本群動物ノ貰験記録ノ大要ヲ第 2表＝於テ示ス。

表~11 ハ酷童市次減少セルモノナリ。
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2＿ 「レントゲシ」接的所見

被験動物ハ同一方法＝ヨリテ骨折－ヲ施

シタルモノナルモ、共際生ズル骨・折端ノ

形j伏ハ必ズシモ会ク同一ナラザルモノア

リr 又骨折端ノi体位等＝ョリテ官・折治癒

J伏態＝差異ヲ惹起スルハ止ムヲ得ザル!P.}i

ナレドモ、可及的類似僚件ノモノヲ比較

シテ共成績ノ誤差ヲ小ナラシメン事ア期

ス。之等ノX光線認民像＝於テ著ルシキ

差異ヲ示スハ骨・:fri-後30日目及ピ40日目ノ

モノナリト鰍号、 10日目叉ハ20日目ノモ

J ＝アリテモ共問＝差異ヲ生ズルハ窮民

像ノ示スガ如、ン。

第 1群（標．準飼料群）骨折後10日目ノモ

ノ＝テハ雨骨折端ハ僅＝睦張セルガ如キ

モ陰影ハ向淡夕、且ツ雨端問＝ハ光繰ヲ

透過スル骨梁化セザJL蹟キ部分ヲ認ム。

骨折後初日目ノモノェアリテハ雨明・折端ノ腫張ハ柏強ク陰影モ10日目 Jモノ＝比シテ濃

厚ナリ。両端ハ己＝骨質ヲ以テf配合セルガ如キモ、向共間エハ陰影ノ淡キ部分ヲ持狭セリ。

骨折後30日目＝アリテハ雨骨折ti,・,aハ癒介シテ杭錘形ア呈シ陰影ハ可成リ濃厚ナ）I..モ、向一

部＝光・線ア透過スル骨梁化セザル小部分ア挿狭ス。

骨折後40口日ユアリテハ雨骨折端ノ癒合ハ強固＝シテ大ナル紡錘形ヲ呈シ、陰影モ他ノ

モノ＝比シテ極メテ濃厚ナ H。

第2群〈「ピタミシ」C比較的tc1！乏飼料群）

骨折後10日目ノモノ＝アリテハ雨宮折端ノ陰影ハ僅カ＝浪キガ如キモE主張ヲ認、メ難ク、

t~JJも間エハ光線ヲ透過ス JI..-官梁化セザル庚キ部分ヲ持狭セリ n

骨折後20日目ノモノ＝テハ雨骨折端ハ脂張シテ陰影モ中心端エアリテハ梢護キモ南端ア

連絡スル骨梁ノ形成ア認メズ、光線ヲ透過スル化骨セザノレ既キ部分ヲ共問＝持狭スυ

骨折後初日目ニアリテハ岡骨折端ハ許シクl毘張シテ陰影モ柑濃厚ナレ rモ南端ヲ連絡ス

ル骨質ヲ認メズ， 1AJ光線ヲ透過シ未グ骨梁化セザル帯欣部分ヲ持狭セリ。
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骨折後40悶目＝アワテハ南端ノ陰影ハ濃厚ナレドモ腫張軽度ェシテ従ツテ紡錘形ヲ呈ぞ

ズ、治癒ノAA極メテ無力＝シテf古｝雨骨折端ヲ詑識シ得可・ンO

3.組織接的所見

第1群（槙当！；飼料群）

骨折後10日目＝アリテハ骨膜ヨリ新生セラルル組維性「カノレルス」ハ中央＝向ツテ進出

シ、骨折部＝於ケル浩骨細胞ノ出現ハ特＝著明ユシテ向破骨細胞モ多数現ルし骨折端問エ

ハ多量ノj額放物ヲ戴シ、骨髄ハ業主粗ノ結締組織ヨリナル。

骨折後三O日目ノモノハ骨膜及ピ問固ノ結締織ヨリハ軟骨ガ盛γ＝産出セラレテ骨折部ニ

進入シ、共髄睦面ノモノハ柱；lk配列ヲナシ之レヨリ盛ン＝脅梁ガ形成セラレ、初期骨梁ヨ

リ完成骨梁＝修行スルノ像著明ナリ。骨折端間エハ向大ナル頭敗物ヲ残存ス。初期骨梁ノ

周囲＝ハ主ト シテ浩骨細胞多ク完成骨梁ノ周囲＝ハ破骨細胞多数出現シテ骨形成ト骨整理

ヲ笥ルグ如シQ 骨髄ハ充血セリ。

骨折後30日目 zアリテノ、軟骨ハ減少シ骨折端ハ骨梁叢＝テ連結セラレ、 奮骨端＝ハ新生

骨ノ；婚生ア見JI..-。骨膜ハf古J肥厚セリ。軟骨基質ア有スル骨梁ノ周国＝ハ遺骨細胞多数ナル

モ、完成骨梁ノ周園＝ハ遺骨粧胞減少シテ級骨紐胞多数ナリ。骨髄ハ充血シ固形細胞性繊

維性骨髄ア形成ス。

骨折後4CJ日目＝テハ軟骨泊失シテ骨皮質ハ述リ骨梁ノミトナリ蛮骨折端ハ不明ナリofi'

梁内＝少量ノ軟骨基質ノ鹿リア有スルモノアルモ多クハ完成骨梁ノミトナJvo骨梁ノ周国

＝ハ遺骨締胞ハ著ルシク誠少シテ破骨細胞多数ナリ。骨髄ハ国1形細胞性トナリ充血シ、官

膜ハ向肥1享スJレモ厚サノ、減少ス。

第2群（「ピタミン」C比較的快乏飼料群）

骨折後10日目ノモノハ骨膜ヨリ新生セラルJL繊維性！カルルスjノ形成ハ第1群ノ者ーョリ

劣ル。骨折端繊維性「カルルス」内＝於ケル破骨細胞韮ダ多キモ遺骨細胞ハ比較的少数ナリ4

骨折後20日目ノモノ＝テハ骨膜ノ肥！字、繊維性「カルルス」形成ハ著明ナルモ、骨梁及ピ

軟骨ノ形成韮ダ貧弱＝シテ恋＝謹骨細胞ヲ~~クモノ多ク破骨細胞ハ正常＝近シ。

骨折後30日目＝於テモ軟骨ノ形成貧弱エシテ、繊維性「カルルス」控＝頚~物梢多シ。軟

骨増殖部ノ形成不良＝シテ浩骨細胞ハ骨梁ノ周園＝モ少数ナルニ量破骨細胞ハ略正常ナリ 6

化骨盤轄ハ第 1群ノ20日目ノモノェ及バズ。

骨折後JO日目ニアリテモ骨折端ハ向判明＝シテ其間ニハ繊維位「カルルスjヲ挿挟シ其市

＝少数ノ初期骨梁アリ。骨梁内＝軟骨基質ヲ有スルモノアルモ固有軟骨ハ消失ス。、額放物

ハ泊、失シ影粗ナJI..-繊維性「カノレルス」多シh 遺骨細胞、級官・細胞共＝少数＝シテ完成脅梁ゾー

形成ハ秘メテ貧弱ニテ化骨機関I~島々タリ。雨骨折端ヲ連絡スル骨組織ヲ ~：e- メズJ ’
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IIL費験成績穂括

本賓助成績ヲ総括スレバ第1群ノ標準飼料ヲ以テ飼養シグルモノト、第2群ノ「ピタミンJ

C比較的快乏飼料ヲ以テ飼養シタJレモノノ間ニハ顕著ナル差異ヲ骨折治癒ノ上＝現ハスモ

ノナJレ事ヲ認ム。

一般経過＝アリア第 1群ノ動物モ骨折後＝於テ一般ニ食慾減退シテ従ツテ韓重ノ減少ヲ

示スモ、第E群ノモノ＝比シテ軽度＝シテ瞳重ノ減少モ一時的ノモノ＝テ数日後＝ハ骨折時

ノ韓重工技復シ、食慾モ増進シテ漸次鰭重土防Hシ護育良好ナリ。骨折後＝アリテモ韓重ノ

減少ヲ見-1T）レモノ 3例アリ。然ル＝第2群ノ動物＝アリテハ骨折後＝ハ何レモ食慾ノ減退

並＝樟重ノ減少著ルシク蒋ピ骨折時ノ髄霊＝怯復シタルモノナク、賓験終了ニ至ル迄何レ

モ獅次臨重ノ減少ヲ示セリn 護育ハ一般＝極メテ不良＝シテ質験中主主＝於テ艶死ス／［，モノ

多ク、泊、イヒ障碍ア来シ下痢｛更トナリ、叉脆毛（殊ニ腹部）著ルシキモノアリ。然レドモ少量

ノ「ピタミシ」 Cヲ貰験中毎日給奥シタルt'.t） ニ該「ピグミシ」ノ高度ナJl快乏症j伏ノ；外観

ヲ~＇メズ。

解剖・型的所見ニアリテハ第 2群ノモノハ第 1群ノモノ z比シテ骨質ハ脆弱＝シテ勢f切ス

)1'；：：.極メテ無抵抗ノ感アリ、叉肋骨・肋軟骨接合部＝於テ所謂念珠AA腫張ヲ皇シグルモノア

人内部諸臓器ハ一般ニ萎縮スルモ特＝副腎ノ腿張パ箸シカラズω骨折部ノ駒膝面ヲ蔽フ

軟部ハ第 2群ノモノハ第 1群ノモノニ上ヒシテ脂張程度モ一般＝高度＝シテ内部骨折ノ治癒

遅滞セ）J,ヲ想像セシム u

「レントゲン」壊的所見モ第2群ノモノハ第1群ノモノニ比シテ骨折治癒程度ハ著シク遅滞

十ルヲ認ム。巳IIチ第1群ノ標権飼料ヲ給奥シタ JLモノノ骨折後20日目ノモノ＝アリテハ、骨

折端ハ己＝骨・梁連絡アナスガ如ク＝認メラJレルモ、之レ＝反シテ第 2群ノ「ピタミン」C比

較的快乏飼料ヲ給奥シタルモノ＝アリテハ．雨骨折端問ニハ米ダ骨梁化セズ、シテ明カェ光

線ヲ透過スル康キ部分ア挿挟セリ。第 1群ノ30日目ノモノェアリテハ雨骨折端ハ巳＝骨性

連絡ヲナシテ続鍾形ア呈スレドモ、第 2群ノ30日目＝アリテハ雨骨折端ハ腫張スレドモ角

骨性ノ連絡ヲ認メズ。第 1群40日目＝アリテハ雨骨折端ハ強靭ナル癒合ヲナシ紡錘形ヲ呈

スルモ、第 2群ノモノエアリテハ骨折端ハ接着セルモ治癒J伏態ハ組メテ無力エシテ紡錘形

ヲナサズシテ骨性連絡ノ有無モ疑ハシ。

組織製的所見ニアリテハ「レントゲン」型的所見ヲ確貰ーュ誰明スルモノ＝シテ骨折後初日

目ノモノヲ比較スレバ、第 1群ノモノハ軟骨ョリ骨梁形成セラルルノ像著明ナルモ、第2群

＝アリテハ之等ノ像ハ極メテ貧弱＝シテ著ルシキ差異ヲ示ス。又30日目ノモノ＝アリテハ

第 1群ノモノハ雨骨折端問＝ハ術軟骨基質ヲ残存スルト雌モ既＝骨梁ヲ以テ連絡スルヲ見

Jレモ、第 2群ノモノェテハ向軟骨並＝骨梁ノ形成ハ貧弱エシテ米グ雨骨折端ヲ連絡スル骨
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梁ヲ認メズシテ多量ノ：署員飲物ノ存在セルヲ認ム。 40日目ユア Hテハ第 1群ノモノハ骨皮質

ハ連リ骨折端間ハ骨梁ヲ以テ充サレグルモ、第 2群ノモノ＝アリテハ雨骨折端間ハ識推性

「カルルス」ヲ以テ充サレ軟骨並＝骨梁ノ形成甚グ貧弱＝シテ末グ原骨折端ヲ連結スル骨組

織ヲ認メズ。治癒機轄ノj韮，行ハ極メテ遅々タリ。

IV、結論

1.「ピタミン」Cハ海狭ノ骨折治癒＝ハ重大ナル開係、ヲ有スルモノ＝シテ、共快乏ハ著ル

シク治癒ヲ遅滞セシムルモノナリ。

2.「ビタミン_Jc比較的快乏飼料＝テ飼養シタノL海狭ノ肋骨骨折後30日目ー於ケル治癒程
度ハ、標準伺料＝テ飼養シグルモノノ肋骨骨折後20日目ノ治癒＝及バズ。

3.標準飼料＝テ飼養シタ｝J,海狭ェテハ肋骨骨折後30日目＝アリアハ既＝骨梁形成＝ョリ

テ雨骨折端ハ連絡スルモ、「ピグミシ」C比較的快乏飼料ェテ飼養シタル海狭＝アリテハ肋

骨骨折後40日目＝至｝J,モ雨骨折端ヲ連絡スルニ足ル骨組識ハ形成セラレザルモノノ；如シ。

絡リ＝臨ミテ藤巻良知博士並＝組織接的検索＝就テハ木村哲二博士ノ御指導ト「レン

ドグン」準的検索＝就テハ金井良太郎博士、間島正、相川武雄雨製土ノ御援助＝封シテ深

甚ナル感謝ノ；意ヲ表ス。

文献

本置験ノ参考文献ハ本研究第三報＝於テ併セテ吉田実スペシ。

Experimental Studies of the influence of 

Nutrition on the Cure of fracture. 
(Rep orもI)

Relationship between Vitamin C and the Cure of fracture 

Kenzaburo Okabe 

(From the h町 erialCoγetnme川 Institutefor Nutrition, Tokyo.〕

In order to clet巴1winethe relation胃hipbetw€en Vitamin C and the cure of 

fracture, the author carried out the following experiment. In this experiment, 

the author used a number of young growing guinea pigs, and fed on a normal 

diet for a certain period. These animals were divided into the following two 

gronps namely, 

Group I. ... ・田Animalsfed on a normal diet. 

Group II ..... Animals fed on a Vit乱minC deficient diet. 

After made出efracture on the ribs of the animals of group I, fedon a normal 

diet continiously, while the animals of group II, showed the symptoms of Fcnrvy, 

made fracture on仙eribs of animals. In order to mgintain th白 lifeof these 
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nnim九l>(group m gave l c. c. of l'旧 ifiedD乱ikonjnice per animal per day ne 
n source of Vit乱minC. These animal円werokilled on the 10th, 2Jth, 30th and生Oth

day of the fracture, and observed the conditious and degrees 《》fhealing by 

l¥facroscopically, :;¥[iじr怖じけpie九lly，礼ndRoentogeはographically.

｝＜可romthis experiment, I Ji" author found a grcaもdifferencesbetween two 

bTOUl'"・ namdy the hen ling was much lkhietl among the an: unl円 ofthe fe(;onJ 

ιI oup thanもbeanimal月 ofthe 1討tgroup. 

Frυm the aboYe obsenation, the author n:achctl to tho following conむlusions:

There are an intiunte rebtionship bbtwcen Vibmin C an《lthe cure of 

fractur・e. The defieiency of Vitamin C, delay白 thecure of fracture・
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